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▲阿波踊り
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第
１６
回
全
国
健
康
福
祉
祭
徳
島
大
会
「
ね
ん

り
ん
ピ
ッ
ク
徳
島
２
０
０
３
」
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル

交
流
大
会
は
、
１８
日
の
代
表
者
会
議
を
含
む
３

日
間
に
延
べ
約
３，
８
０
０
人
の
選
手
、
大
会

関
係
者
が
河
川
敷
運
動
公
園
に
集
ま
り
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
ら
と
交
流
を
深
め
、
ふ
れ
あ
い
の
輪

が
大
き
く
広
が
り
ま
し
た
。

開
始
式
は
、
１９
日
河
川
敷
運
動
公
園
で
開
か

れ
ま
し
た
。
開
始
式
に
先
立
ち
、
藍
住
東
小
学

校
５
、
６
年
生
１
４
０
人
が
歓
迎
の
阿
波
踊
り

を
披
露
し
ま
し
た
。
北
口
高
義
助
役
が
開
会
を

宣
言
し
、
国
旗
・
大
会
旗
等
を
掲
揚
し
ま
し
た
。

大
会
会
長
の
石
川
智
能
町
長
が
「
大
会
を
通
し

て
交
流
を
深
め
て
く
だ
さ
い
」
と
あ
い
さ
つ
、

藤
田
吉
雄
議
会
議
長
、
中
村
博
彦
県
ゲ
ー
ト
ボ

ー
ル
協
会
会
長
が
歓
迎
の
言
葉
を
述
べ
た
あ

と
、
男
性
の
最
高
齢
者
と
し
て
徳
島
県
那
賀
川

チ
ー
ム
で
９４
歳
の
島
上
克
己
さ
ん
が
表
彰
さ
れ

ま
し
た
。
最
後
に
、
地
元
藍
住
チ
ー
ム
の
越
久

笑
子
さ
ん
が
力
強
く
選
手
宣
誓
し
ま
し
た
。
藍

住
町
特
産
品
の
人
参
を
あ
し
ら
っ
た
ゲ
ー
ト
を

使
っ
て
始
球
式
を
行
い
、
競
技
に
入
り
ま
し
た
。

会
場
の
運
動
公
園
に
は
、
藍
住
町
の
特
産
品

な
ど
を
売
る
テ
ン
ト
が
軒
を
連
ね
て
お
り
、
藍

染
め
製
品
、
名
産
の
ま
ん
じ
ゅ
う
な
ど
が
販
売

さ
れ
、
選
手
や
大
会
関
係
者
が
多
く
訪
れ
ま
し

た
。
ふ
れ
あ
い
接
待
所
で
は
、
特
産
品
の
人
参

を
ふ
ん
だ
ん
に
使
っ
た
人
参
ケ
ー
キ
、
そ
ば
米

汁
な
ど
が
ふ
る
ま
わ
れ
、
競
技
を
終
え
た
選
手

が
、
身
体
を
休
め
て
い
ま
し
た
。

▲始球式

▲選手宣誓

▲藍中ブラスバンド

▲藍住チーム
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競
技
は
、
地
元
藍
住
チ
ー
ム
が
第
３
コ
ー
ト

に
出
場
し
ま
し
た
が
、
Ａ
パ
ー
ト
４
位
と
な
り

残
念
な
が
ら
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
に
進
む
こ
と

は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
徳
島
県
代
表
チ
ー
ム

で
は
、
予
選
を
勝
ち
抜
い
た
徳
島
神
山
Ａ
（
神

山
町
）
と
吉
野
川
（
鴨
島
町
）
の
２
チ
ー
ム
が

出
場
し
、
神
山
Ａ
が
ベ
ス
ト
１６
入
り
を
果
た
し

ま
し
た
。

こ
の
大
会
に
参
加
し
た
選
手
、
大
会
関
係
者

の
心
に
は
熱
戦
だ
け
で
な
く
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
温
か
い
も
て
な
し
の
思
い
出
が
刻
ま
れ
た
こ

と
で
し
ょ
う
。

▲開始式

▲ふれあい接待所

▲競技風景

▲ゲート通過
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１１
月
３
日
、
藍
住
町
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

に
お
い
て
町
の
各
種
功
労
者
表
彰
規
程
に
基
づ

き
、
５
人
の
方
々
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ

れ
の
分
野
で
の
日
頃
の
功
績
が
認
め
ら
れ
た
も
の

で
、
人
命
救
助
さ
れ
た
方
、
寄
付
さ
れ
た
方
、
消

防
団
員
と
し
て
永
年
勤
め
ら
れ
た
方
、
明
る
い
選

挙
推
進
協
議
会
委
員
と
し
て
永
年
勤
め
ら
れ
た
方

な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の
功
績
を
紹
介
し
、
晴
れ
の
受

賞
を
お
祝
い
申
し
上
げ
ま
す
。

◎
極
め
て
困
難
な
状
況
下
に
お
い
て
、
自
己
の
危

険
を
顧
み
ず
人
命
を
救
助
さ
れ
た
方

蘆
山
　
田
　
清
　
志
　
殿

藍
住
町
徳
命
字
元
村

昭
和
２８
年
１１
月
２３
日
生

蘆
渡
邉
　
賢
太
郎
　
殿

藍
住
町
徳
命
字
名
田

昭
和
２５
年
１
月
２９
日
生

◎
社
会
・
公
共
の
福
祉
増
進
に
熱
意
が
あ
り
、
進

ん
で
公
益
の
た
め
に
私
財
を
寄
付
さ
れ
た
方

蘆
上
　
田
　
正
　
信
　
殿

徳
島
市
川
内
町
小
松
西

昭
和
２１
年
１
月
１２
日
生

◎
町
の
振
興
発
展
に
寄
与
し
、
又
は
他
の
模
範
と

す
る
に
足
る
も
の
と
町
長
が
認
め
た
方

蘆
久
　
保
　
行
　
雄
　
殿

藍
住
町
富
吉
字
豊
吉

昭
和
２６
年
２
月
１４
日
生

蘆
宮
　
本
　
武
　
文
　
殿

藍
住
町
勝
瑞
字
東
勝
地

大
正
１０
年
６
月
２５
日
生

山

田

清

志

殿

上

田

正

信

殿

石
　
川
　
町
　
長

宮

本

武

文

殿

久

保

行

雄

殿

渡
邉
賢
太
郎
殿

各 種 功 労 者 表 彰

９
月
２６
日
、
中
部
地

区
推
進
協
議
会
が
第
４

回
目
と
な
る
「
環
境
づ

く
り
道
路
美
化
児
童
と

の
交
流
奉
仕
活
動
」
を

行
い
ま
し
た
。

当
日
は
、
中
部
地
区

協
の
役
員
、
北
小
学
校

６
年
生
な
ど
１
３
０
名

が
参
加
し
、
７
班
に
分

か
れ
て
地
区
内
の
幹
線

道
路
で
清
掃
・
除
草
作

業
を
行
い
ま
し
た
。

第
３１
回
県
手
工
芸
展
に
お
い
て
、
藍
住
南
小
学
校
５
年
生
が
作
っ
た
藍

染
め
の
共
同
作
品
「
な
か
ま
」
が
最
優
秀
賞
（
生
徒
の
部
）
を
受
賞
し
ま

し
た
。
１０
月
２６
日
に
行
わ
れ
た
表
彰
式
に
は
５
年
生
を
代
表
し
て
６
名
が

出
席
し
、
賞
状
と
盾
を
受
け
取
り
ま
し
た
。
審
査
員
の
方
か
ら
は
「
そ
れ

ぞ
れ
の
個
性
が
あ
ら
わ

れ
て
い
て
、
い
い
作

品
。」
と
褒
め
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

村
上
綾
菜
さ
ん
は
、

「
表
彰
式
は
ど
き
ど
き

し
た
。」
堀
川
晃
子
さ

ん
は
、「
苦
労
し
た
分

楽
し
か
っ
た
。」
と
話

し
て
く
れ
ま
し
た
。

環

境

美

化

活

動

県
手
工
芸
展
で
最
優
秀
賞
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１０
月
２１
日
貂
徳
島
県
郷
土
文
化
会

館
に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
徳
島
県
社

会
福
祉
大
会
で
、
福
祉
事
業
等
に
功

績
の
あ
っ
た
方
々
へ
の
表
彰
式
が
あ

り
ま
し
た
。

１１
月
１
日
貍
藍
住
町
民
会
館
で
開

催
さ
れ
た
、
福
祉
・
健
康
づ
く
り
の

町
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
で
、
福
祉
事

業
・
健
康
づ
く
り
活
動
に
功
績
の
あ

っ
た
方
々
や
団
体
、
地
域
福
祉
に
貢

献
さ
れ
た
方
々
へ
表
彰
状
及
び
感
謝

状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

◎
社
会
福
祉
事
業
功
労

萩
原
　
　
巖
様
（
江
ノ
口
東
）

瀬
　
浩
美
様
（
勝
瑞
西
）

山
本
　
茂
己
様
（
馬
木
西
）

村
上
ミ
ド
リ
様
（
馬
木
南
）

湊
　
　
　
雄
様
（
笠
木
西
）

藤
本
セ
ツ
子
様
（
瑞
穂
団
地
）

藪
内
　
玲
子
様
（
春
日
森
団
地
）

◎
名
誉
大
会
長
（
知
事
）
表
彰

〈
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
功
労
〉

田
村
　
幸
子
様

◎
大
会
長
表
彰

〈
民
生
委
員
・
児
童
委
員
功
労
〉

佐
野
　
初
子
様
・
澤
村
　
喜
代
様

眞
開
フ
ジ
子
様
・
瀬
尾
　
幸
惠
様

〈
社
会
福
祉
事
業
功
労
〉

奥
住
　
惣
七
様
・
西
内
　
英
子
様

加
一
様
・
堀
江
　
富
夫
様

元
木
　
朝
惠
様
・
山
本
　
輝
子
様

〈
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
功
労
・
団
体
〉

朝
日
　
松
子
様
・
天
羽
生
鈴
子
様

奥
村
　
文
子
様
・
木
村
　
久
子
様

堤
　
ト
モ
エ
様
・
友
滝
　
洋
子
様

長
江
　
規
子
様
・
福
永
　
恒
子
様

藤
原
　
祐
子
様
・
森
下
　
雅
子
様

藍
花
会
（
酒
井
道
衛
）
様

以
上
の
方
々
で
す
。
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

近
藤
　
菊
雄
様
（
東
郷
）

橋
　
良
治
様
（
龍
池
）

重
金
加
代
子
様
（
祖
母
ケ
島
西
）

近
藤
　
孝
子
様
（
小
塚
西
）

平
原
　
　
昭
様
（
本
村
）

木
村
　
幸
夫
様
（
本
村
）

漆
原
　
孝
江
様
（
板
野
町
）

榮
　
　
長
子
様
（
馬
木
東
）

小
亀
め
ぐ
み
様
（
本
村
）

多
田
　
章
代
様
（
宮
内
）

池
内
ヱ
イ
コ
様
（
勝
瑞
東
）

佐
藤
登
美
子
様
（
馬
木
東
）

小
林
知
惠
子
様
（
新
居
須
北
）

◎
高
齢
者
福
祉
事
業
功
労

川
　
　
平
様
（
乾
）

近
藤
ツ
ル
子
様
（
前
須
東
）

◎
募
金
事
業
功
労

渡
辺
　
康
行
様
（
乙
瀬
団
地
）

◎
感
謝

新
開
　
昭
夫
様
（
竹
ノ
瀬
南
）

◎
健
康
づ
く
り
朝
食
ア
イ
デ
ア
料
理

最
優
秀
賞

藍
住
北
小
学
校
３
年

市
　
雅
貴
様

◎
共
同
募
金
事
業
協
力
者
（
伝
達
）

光
洋
精
工
株
式
会
社
徳
島
工
場
様

第
４７
回
徳
島
県
社
会
福
祉
大
会
で
功
労
者
表
彰

総務大臣表彰

福
祉
健
康
づ
く
り
の
町
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
で
功
労
者
表
彰

１０
月
４
日
、
町
民
シ
ア
タ
ー
に
お
い
て
藍
住
町
国

際
交
流
協
会
の
設
立
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ

れ
ま
で
の
経
緯
の
説
明
、
規
約
の
提
案
、
役
員
（
会

長
友
滝
洋
子
、
他
１２
名
）
の
選
任
を
行
い
、
協
会
が

設
立
さ
れ
ま
し
た
。

ひ
き
つ
づ
き
、
国
際
交
流
協
会
と
し
て
の
初
め
て

の
行
事
で
あ
る
記
念
講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
神
山

町
国
際
交
流
協
会
長
の
大
南
信
也
氏
か
ら
「
国
際
交

流
と
わ
た
し
」
と
題
し
て
、
具
体
的
な
取
り
組
み
や

問
題
点
を
わ
か
り
や
す
く
話
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

藍
住
町
国
際
交
流
協
会
に
つ
い
て
は
、
事
務
局

（
藍
住
町
社
会
福
祉
協
議
会
〈
松
田
〉
蕁
６
９
２
・
９

９
５
１
）
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

藍住町国際交流協会設立

行
政
相
談
員
の
犬
伏
勝
人
氏
（
東
中
富
）
が
１０
月
１６
日
総
務
大

臣
表
彰
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
を
受
け
て
、
１０
月
２９
日
、
藍

住
町
合
同
庁
舎
で
石
川
町
長
、
矢
野
県
相
談
員
協
議
会
会
長
が
同

席
す
る
な
か
、
小
谷
徳
島
行
政
評
価
事
務
所
長
よ
り
表
彰
状
と
記

念
品
が
伝
達
さ
れ
ま
し
た
。

犬
伏
氏
は
平
成
元
年
に
総
務
大
臣
よ
り
行
政
相
談
員
に
委
嘱
さ

れ
現
在
ま
で
永
き
に
わ
た
り
、
行

政
の
制
度
及
び
運
営
の
改
善
に
尽

力
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
功
績
が
認

め
ら
れ
ま
し
た
。

今
後
ま
す
ま
す
の
ご
活
躍
を
ご

期
待
い
た
し
ま
す
。
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こ
の
条
例
は
、
道
路
や
公
園
な
ど
の
公
共
の

場
所
に
、
空
き
缶
や
た
ば
こ
の
吸
い
殻
な
ど
の

ポ
イ
捨
て
、
落
書
き
、
飼
い
犬
の
ふ
ん
の
放
置

を
禁
止
す
る
も
の
で
、
違
反
し
た
者
に
つ
い
て

は
、
２
万
円
以
下
の
罰
金
が
科
せ
ら
れ
ま
す
。

藍
住
町
で
は
、
生
ご
み
の
減
量
化
を
図
る
た

め
、
家
庭
用
電
気
式
生
ご
み
処
理
機
及
び
生
ご

み
処
理
容
器
（
コ
ン
ポ
ス
ト
）
の
購
入
に
対
す

る
補
助
を
行
っ
て
い
ま
す
。
購
入
を
予
定
さ
れ

て
い
る
方
は
、
ぜ
ひ
、
補
助
制
度
を
ご
活
用
く

だ
さ
い
。
手
続
き
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
先

は
、
生
活
環
境
課
ま
で
お
願
い
し
ま
す
。

（
蕁
６
３
７
・
３
１
１
６
）

＊
生
ご
み
処
理
容
器
（
コ
ン
ポ
ス
ト
）

○
処
理
容
器
の
種
類
　
　
丸
　
型
・
角
　
型

○
価
格
・
個
人
負
担
金

価
格
　
６，
３
０
０
円
（
消
費
税
込
み
）

（
う
ち
、
個
人
負
担
金
３，
３
０
０
円
）

※
補
助
は
、
１
世
帯
に
１
年
度
に
つ
き
１
個
で

す
。
ま
た
、
価
格
は
変
更
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
。
事
前
に
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

※
生
ご
み
処
理
容
器
は
、
土
を
掘
り
下
げ
て
設

置
す
る
た
め
、
設
置
す
る
場
所
が
必
要
で
す
。

ま
た
、
自
動
販
売
機
で
容
器
入
り
飲
料
を
販

売
し
て
い
る
事
業
者
の
方
に
は
、
回
収
容
器
を

設
置
し
適
正
な
管
理
を
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

町
民
の
み
な
さ
ん
の
一
人
ひ
と
り
の
力
で
清
潔

で
美
し
い
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
ま
し
ょ
う
。

＊
家
庭
用
電
気
式
生
ご
み
処
理
機

○
処
理
機
の
種
類

家
庭
用
で
あ
れ
ば
、
機
種
に
指
定
は
あ
り
ま

せ
ん
。

○
補
助
金
額
　
２
万
円

〔
購
入
金
額
（
消
費
税
を
含
む
）
の
１
／
２

と
し
、
上
限
を
２
万
円
と
し
ま
す
。
た
だ
し
、

千
円
未
満
を
切
り
捨
て
た
額
と
し
ま
す
。〕

※
補
助
は
、
１
世
帯
に
１
台
限
り
で
す
。

○
補
助
の
条
件

①
町
内
在
住
者
で
処
理
機
を
自
宅
で
使
う
こ
と
。

②
町
内
の
取
り
扱
い
店
で
購
入
す
る
こ
と
。

※
補
助
を
受
け
る
に
は
、
ま
ず
先
に
申
請
手
続

き
を
し
て
く
だ
さ
い
。
購
入
は
、
補
助
金
の
交

付
決
定
を
受
け
て
か
ら
に
な
り
ま
す
。
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

シリーズ煕

下水道の話澣

以
前
に
も
お
知
ら
せ
し
ま
し
た
が
、
現
在
、

藍
住
町
奥
野
に
お
い
て
藍
住
町
公
共
下
水
道

中
央
・
中
央
２
号
幹
線
管
渠
工
事
を
施
工
し

て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
、
工
事
の
施
工
に
あ

た
り
工
事
区
間
に
お
い
て
、
車
輌
の
片
側
交

互
通
行
及
び
一
部
通
行
止
め
等
の
交
通
規
制

を
実
施
す
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

工
事
期
間
中
は
、
町
民
の
み
な
さ
ま
に
ご

迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
ご
理
解
・
ご
協

力
の
ほ
ど
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

工
事
概
要

１．

工
事
場
所
　
　
　
藍
住
町
奥
野

（
上
図
太
線
で
示
す
範
囲
を
施
工
し
ま
す
。）

２．

工
事
完
了
　
平
成
１６
年
３
月
３１
日

３．

総
延
長
　
　
１，
２
２
６
袤

４．

管
　
　
径
　
　
　

４
５
０
袢

２
５
０
袢

５．

工
事
方
法
　
　
　

推
進
工
法

（
推
進
工
法
と
は
、
立
坑
と
呼
ば
れ
る

深
い
穴
を
２
カ
所
以
上
掘
り
、
そ
の
穴

同
士
を
モ
グ
ラ
の
穴
を
掘
る
形
で
結
ぶ

こ
と
を
い
い
ま
す
。）

※
下
水
道
事
業
に
つ
い
て
の
お
問
い
合
わ
せ

藍
住
町
下
水
道
課（
蕁
６
３
７
・
３
１
２
３
）

下
水
道
工
事
に
よ
る
交
通
規
制
に

つ
い
て

家
庭
用
電
気
式
生
ご
み
処
理
機
・
生
ご
み
処
理
容
器

購
入
補
助
金
に
つ
い
て

平
成
１６
年
４
月
１
日
か
ら
「
藍
住
町
ポ
イ
捨
て
等

及
び
犬
の
ふ
ん
害
防
止
に
関
す
る
条
例
」
が
施
行
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腓

最
近
介
護
認
定
を
受
け
ま
し

た
。
ど
の
よ
う
な
サ
ー
ビ
ス
が

利
用
出
来
ま
す
か
？

胙

介
護
認
定
を
受
け
、
自
宅
で

介
護
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
場

合
は
、
次
の
よ
う
な
サ
ー
ビ
ス

の
種
類
が
あ
り
、
要
介
護
状
態

区
分
に
よ
り
、
１
か
月
に
利
用

出
来
る
上
限
額
が
決
め
ら
れ
て

い
ま
す
。

【
居
宅
サ
ー
ビ
ス
】

①
訪
問
介
護
（
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
）

②
訪
問
入
浴
介
護
　
　

③
訪
問
看
護

④
訪
問
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

⑤
通
所
介
護
（
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
）

⑥
通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

（
デ
イ
ケ
ア
）

⑦
福
祉
用
具
の
貸
与
﹇
歩
行
器
・
車

い
す
・
特
殊
寝
台
・
歩
行
補
助
杖

な
ど
﹈

⑧
短
期
入
所
生
活
介
護

（
特
養
な
ど
に
短
期
入
所
）

⑨
短
期
入
所
療
養
介
護
（
老
健
施
設

や
療
養
型
施
設
に
短
期
入
所
）

【
そ
の
他
の
サ
ー
ビ
ス
】

①
居
宅
療
養
管
理
指
導

②
特
定
施
設
入
所
者
生
活
介
護
　
　

③
痴
呆
対
応
型
共
同
生
活
介
護
（
グ

ル
ー
プ
ホ
ー
ム
）
・
要
支
援
と
認

定
さ
れ
た
方
は
利
用
で
き
ま
せ
ん
。

④
福
祉
用
具
購
入
費
の
支
給
﹇
腰
掛

け
便
座
・
特
殊
尿
器
・
入
浴
補
助

用
具
な
ど
﹈

⑤
住
宅
改
修
費
の
支
給
﹇
手
す
り
の

取
り
付
け
・
段
差
の
解
消
・
便
器

の
取
り
替
え
な
ど
﹈

※
福
祉
用
具
購
入
や
住
宅
改
修
は
、

先
に
申
請
が
必
要
と
な
り
ま
す
の

で
、
必
ず
購
入
・
改
修
前
に
ケ
ア
マ

ネ
ジ
ャ
ー
か
役
場
保
健
衛
生
課
へ
相

談
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
広
報
１０
月
号
で
も
お
答
え

し
た
と
お
り
、
自
宅
で
介
護
サ
ー
ビ

ス
を
利
用
す
る
場
合
は
、
居
宅
介
護

支
援
事
業
者
と
契
約
し
、
介
護
支
援

専
門
員
（
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
）
に
、

介
護
計
画
（
ケ
ア
プ
ラ
ン
）
を
作
成

し
て
も
ら
っ
て
く
だ
さ
い
。

〜
あ
な
た
に
あ
っ
た

介
護
計
画
を
〜

介
護
保
険
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ

藍
住
町
役
場
　
保
健
衛
生
課

（
蕁
６
３
７
・
３
１
１
５
）

介
護
保
険

腓
＆
胙

介
護
保
険

腓
＆
胙

◎
国
民
年
金
保
険
料

は
き
ち
ん
と
納

め
ま
し
ょ
う
！

年
金
は
、
世
代
と
世

代
の
支
え
合
い
の
制
度

で
す
。
あ
な
た
や
家
族
の
年
金
権
を
守
る
た
め
に
も
、

保
険
料
は
忘
れ
ず
に
納
め
ま
し
ょ
う
。

保
険
料
は
、
納
付
期
限
（
納
付
対
象
月
の
翌
月
の
末

日
。
た
だ
し
、
そ
の
日
が
土
曜
日
、
日
曜
日
、
祝
日
等

に
当
た
る
場
合
は
そ
の
翌
営
業
日
）
ま
で
に
納
め
な
け

れ
ば
、
思
わ
ぬ
事
故
に
よ
り
障
害
が
残
っ
た
り
、
生
計

を
維
持
し
て
い
る
人
が
な
く
な
ら
れ
た
と
き
に
、
障
害

基
礎
年
金
や
遺
族
基
礎
年
金
が
受
け
ら
れ
な
い
場
合
が

あ
り
ま
す
。

ま
た
、
納
付
期
限
か
ら
２
年
間
を
経
過
す
る
と
納
付

す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
、
将
来
、
受
給
す
る
老
齢

基
礎
年
金
の
年
金
額
が
少
な
く
な
っ
た
り
、
受
け
ら
れ

な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。

◆
納
付
書
で
納
付

保
険
料
の
納
付
は
、
社
会
保
険
庁
か
ら
送
付
さ
れ
て

く
る
「
納
付
案
内
書
」
に
よ
り
、
納
付
期
限
ま
で
に
金

融
機
関
・
郵
便
局
、
ま
た
は
お
近
く
の
社
会
保
険
事
務

所
で
納
め
て
く
だ
さ
い
。

◆
お
得
な
前
納
制
度
が
あ
り
ま
す
。

将
来
の
一
定
期
間
の
保
険
料
を
ま
と
め
て
納
め
る
と

割
引
さ
れ
る
、
大
変
お
得
な
割
引
制
度
が
あ
り
ま
す
。

前
納
を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
、
社
会
保
険
事
務
所
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

◆
便
利
で
確
実
な
口
座
振
替
も

口
座
振
替
は
、
一
度
手
続
き
す
る
だ
け
で
、
あ
な
た

の
指
定
の
口
座
か
ら
毎
月
自
動
的
に
保
険
料
が
引
き
落

と
さ
れ
る
（
原
則
と
し
て
、
納
付
対
象
月
の
翌
月
末
日
）

た
め
、
納
め
忘
れ
や
毎
月
金
融
機
関
等
に
出
向
く
必
要

が
な
く
な
り
ま
す
。
な
お
、
口
座
振
替
で
も
、
１
年
前

納
（
毎
年
４
月
）
や
半
年
前
納
（
毎
年
４
月
と
１０
月
）

も
で
き
ま
す
。

手
続
き
は
、「
国
民
年
金
保
険
料
口
座
振
替
納
付
申

出
書
」
に
必
要
事
項
を
記
入
・
押
印
の
う
え
、
金
融
機

関
・
郵
便
局
の
窓
口
で
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

◎
国
民
年
金
保
険
料
納
付
相
談
所
の
開
催
に
つ
い
て

徳
島
北
社
会
保
険
事
務
所
で
は
、
１１
月
１９
日
貅
か
ら

２１
日
貊
ま
で
の
３
日
間
、
午
前
１０
時
か
ら
午
後
４
時
ま

で
、
板
野
郡
北
島
町
鯛
浜
字
西
ノ
須
１
７
４
番
地
「
フ

ジ
グ
ラ
ン
北
島
」
一
階
店
内
で
、
国
民
年
金
保
険
料
納

付
相
談
所
を
開
催
し
ま
す
。
相
談
は
無
料
で
、
保
険
料

の
納
付
も
で
き
ま
す
。
当
日
は
、
年
金
手
帳
を
ご
持
参

く
だ
さ
い
。

詳
し
く
は
、
徳
島
北
社
会
保
険
事
務
所
国
民
年
金
課

（
蕁
６
５
５
・
０
９
１
１
）
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

国
民
年
金
に
つ
い
て
の
お
問
い
合
わ
せ

徳
島
北
社
会
保
険
事
務
所

（
蕁
豎
６
５
２
・
２
８
０
０
）

藍
住
町
役
場
　
住
民
課
国
民
年
金
係

（
蕁
６
３
７
・
３
１
１
２
）
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藍住町のスローガン 

狭
山
事
件
を
テ
ー
マ
に
し
た
映
画

「
た
ら
ち
ね
」
が
公
開
さ
れ
ま
し
た
。

ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映
画
で
知
ら
れ

る
原
一
雄
監
督
が
主
宰
す
る
シ
ネ
マ

塾
の
生
徒
た
ち
の
作
品
で
、「
家
族
」

を
中
心
課
題
と
し
て
描
か
れ
て
い
ま

す
。

―
家
族
と
は

―

こ
の
映
画
で
は
、
獄
中
で
両
親
の

訃
報
を
聞
き
、
駆
け
つ
け
る
こ
と
さ

え
出
来
な
か
っ
た
石
川
一
雄
さ
ん
の

母
親
へ
の
思
い
と
無
念
を
中
心
に
、

つ
れ
あ
い
の
早
智
子
さ
ん
の
母
親
へ

の
尽
き
せ
ぬ
思
い
を
描
い
て
い
ま

す
。無

実
を
訴
え
続
け
て
４０
年
。
仮
釈

放
さ
れ
た
後
も
両
親
の
仏
前
に
手
を

合
わ
す
こ
と
の
出
来
な
い
一
雄
さ
ん

は
「
無
実
を
勝
ち
取
り
人
間
と
し
て

の
尊
厳
を
回
復
し
た
と
き
」
仏
前
に

手
を
合
わ
し
、
報
告
す
る
と
言
い
ま

す
。そ

れ
ま
で
は
、
徳
島
に
住
む
早
智

子
さ
ん
の
母
親
に
実
母
と
ダ
ブ
ら
せ

て
愛
情
を
注
ぎ
ま
す
。
義
母
の
中
川

シ
ヨ
子
さ
ん
も
我
が
子
以
上
に
一
雄

さ
ん
を
慈
し
み
「
一
雄
さ
ん
は
、
人

生
で
一
番
楽
し
い
時
を
刑
務
所
暮
ら

し
で
奪
わ
れ
た
。
１
日
も
早
く
無
実

を
晴
ら
し
て
欲
し
い
。
私
の
望
み
は

た
だ
そ
れ
だ
け
で
す
。」
と
切
実
に

訴
え
ま
す
。（
シ
ヨ
子
さ
ん
も
６
月

４
日
に
亡
く
な
り
ま
し
た
。
合
掌
）

―
差
別
を
許
さ
ず

―

こ
の
映
画
の
中
で
、
一
雄
さ
ん
の

兄
六
造
さ
ん
が
「
一
雄
が
逮
捕
さ
れ

て
以
降
の
苦
労
は
並
大
抵
で
は
な
か

っ
た
。」
と
話
し
ま
す
。
部
落
差
別

と
「
犯
罪
者
」
の
家
族
と
い
う
二
重

苦
を
強
い
ら
れ
て
生
き
て
い
く
こ
と

は
想
像
に
難
く
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、

「
犯
罪
者
」
と
一
緒
に
な
っ
た
早
智

子
さ
ん
の
家
族
の
苦
悩
も
大
変
だ
っ

た
ろ
う
と
思
い
ま
す
。

部
落
差
別
が
一
人
の
人
生
だ
け
で

な
く
、
取
り
巻
く
家
族
に
重
く
の
し

か
か
っ
て
い
く
現
実
と
、
そ
れ
ら
に

立
ち
向
か
お
う
と
す
る
姿
が
描
か
れ

て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
見
て
く
だ
さ
い
。

人
権
ふ
れ
あ
い
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

坂
本
　
英
二

《
狭
山
事
件
》

１
９
６
３
年
５
月
１
日
、

埼
玉
県
狭
山
市
内
で
帰
宅
途

中
の
女
子
高
生
が
行
方
不
明

と
な
り
、
自
宅
に
身
代
金
を

要
求
す
る
脅
迫
状
が
届
い

た
。
女
子
高
生
は
４
日
に
遺

体
で
発
見
さ
れ
た
。
埼
玉
県

警
は
２３
日
、
石
川
一
雄
さ
ん

を
逮
捕
。
１
審
死
刑
、
２
審

無
期
懲
役
の
各
判
決
を
経
て

最
高
裁
で
無
期
が
確
定
し

た
。
７７
年
の
東
京
高
裁
へ
の

第
１
次
再
審
請
求
は
棄
却
、

８６
年
に
第
２
次
再
審
請
求
し

た
が
再
び
棄
却
さ
れ
、
現
在
、

最
高
裁
に
特
別
抗
告
し
て
い

る
。
石
川
さ
ん
は
９４
年
に
仮

出
獄
。
石
川
さ
ん
や
支
援
者

は
「
部
落
差
別
に
よ
る
見
込

み
捜
査
で
冤
罪
」
と
訴
え
て

い
る
。

ひ
と
声
か
け
て
　
助
け
合
う
　
勇
気

４
年
　
栄
　
　
貴
史

差
別
の
芽
　
み
ん
な
で
つ
も
う
　
助
け
合
っ
て

４
年
　
竹
内
　
綾
乃

さ
あ
開
け
　
思
い
や
り
の
心
で
　
よ
き
仲
間

４
年
　
川
村
　
真
由

差
別
や
め
　
や
さ
し
い
心
を
　
つ
な
ご
う
よ

４
年
　
神
原
　
優
奈

差
別
や
め
　
さ
あ
開
け
　
心
の
と
び
ら

４
年
　
林
　
　
真
由

助
け
合
い
　
み
ん
な
仲
間
だ
　
友
情
だ

４
年
　
近
藤
　
僚
太

人
権
標
語
　
　
　
藍
住
東
小
生
徒
作
品

＊＊＊「たらちね」映画会のお知らせ＊＊＊
と　き １１月１８日貂 午後７時３０分～
第１部　映画「たらちね」 午後７時３０分～８時１５分
第２部　石川一雄さん夫妻とのトーク 午後８時２０分～９時
ところ 藍住町民シアター　藍住町合同庁舎４階
入場料 無　料
主　催 「たらちね」上映実行委員会
後　援 藍住町人権教育推進協議会
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○
平
成
５
年
４
月
１
日
か
ら
平
成
１５
年
３
月
３１

日
ま
で
の
間
に
夫
が
死
亡
し
た
こ
と
に
よ
り
、

平
成
１５
年
４
月
１
日
に
お
い
て
公
務
扶
助
料
や

遺
族
年
金
等
を
受
け
る
権
利
を
有
し
て
い
る
妻

の
方
に
、
新
た
に
額
面
２０
万
円
の
特
別
給
付
金

が
支
給
さ
れ
ま
す
。

○
平
成
８
年
に
最
終
償
還
を
終
え
た
次
の
戦
傷

病
者
妻
特
別
給
付
金
を
受
け
て
い
た
方
で
、
夫

で
あ
る
戦
傷
病
者
が
平
成
５
年
４
月
１
日
か
ら

平
成
８
年
９
月
３０
日
ま
で
の
間
に
死
亡
し
た
こ

と
に
よ
り
、
平
成
１５
年
１０
月
１
日
に
お
い
て
公

務
扶
助
料
や
遺
族
年
金
等
を
受
け
る
権
利
を
有

し
て
い
る
妻
の
方
に
、
新
た
に
特
別
給
付
金
が

支
給
さ
れ
ま
す
。

蘆
第
十
二
回
特
別
給
付
金
国
庫
債
券
「
い
」
号

蘆
第
六
回
特
別
給
付
金
国
庫
債
券
「
ぬ
」
号

蘆
第
十
五
回
特
別
給
付
金
国
庫
債
券
「
い
」
号

○
平
成
５
年
４
月
１
日
か
ら
平
成
１５
年
３
月
３１

日
ま
で
の
間
に
子
ま
た
は
孫
が
死
亡
し
た
こ
と

に
よ
り
、
平
成
１５
年
４
月
１
日
に
お
い
て
公
務

扶
助
料
や
遺
族
年
金
等
を
受
け
る
権
利
ま
た
は

資
格
を
有
し
、
か
つ
、
平
成
１５
年
９
月
３０
日
ま

で
の
間
に
氏
を
同
じ
く
す
る
子
も
孫
も
有
す
る

に
至
ら
な
か
っ
た
父
母
等
の
方
に
、
新
た
に
額

面
１０
万
円
の
特
別
給
付
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

○
請
求
期
限
は
、
平
成
１８
年
１０
月
２
日
ま
で

で
す
。

○
請
求
手
続
き
は
、
福
祉
課
（
蕁
６
３
７
・
３

１
１
４
）
ま
で
。

徳島県では都市計画の素案を作成しましたので、徳島県都市計画公聴会規則に

基づき公聴会を開催します。公述を希望される方は、公述の申出方法に従って書

類を提出してください。なお、公述する方がいない場合は、公聴会を中止します。

事　　案

日　　時

会　　場

公述人の資格

公述の申出方法

提 出 先

提出期限

関係図書

お問い合わせ

藍住都市計画区域「整備、開発及

び保全の方針」の素案

平成１５年１２月１７日貉

午後２時から

藍住町合同庁舎４階コミュニティ

センター町民シアター

藍住都市計画区域にお住まいの方

意見の要旨、意見を述べようとする理由及び住所、氏名、電話

番号を記載した公述申出書を知事あてに提出してください。

徳島県県土整備部都市計画課

（〒７７０－８５７０徳島市万代町１－１）

平成１５年１２月１２日貊 必着でお願いします。

徳島県ホームページのほか、徳島県県土整備部都市計画課、藍

住町企画調整課でもご覧いただけます。

徳島県県土整備部都市計画課（まちづくり担当）

蕁：６２１・２５６５,２５６６

蕭：６２１・２８６９

e-mail：toshikeikakuka@pref.tokushima.jp

戦
没
者
等
の
妻
及
び
父
母
等
の
皆
さ
ま
へ

―
新
た
に
特
別
給
付
金
が
支
給
さ
れ
ま
す

―

藍
住
町
農
業
振
興
地
域
整
備
促
進
協
議
会
で

は
、
毎
年
２
月
と
８
月
に
協
議
会
を
開
催
し
農

用
地
区
域
か
ら
の
除
外
申
請
（
青
地
か
ら
白
地
）

を
審
議
し
て
き
ま
し
た
が
、
農
業
を
め
ぐ
る
情

勢
の
変
化
に
対
処
す
る
た
め
、
こ
れ
ま
で
５
年

に
一
度
で
あ
っ
た
編
入
申
請
（
白
地
か
ら
青
地
）

を
次
回
よ
り
毎
回
除
外
と
と
も
に
審
議
す
る
こ

と
と
な
り
ま
し
た
。

し
た
が
っ
て
、
除
外
・
編
入
と
も
に
１
月
末

日
あ
る
い
は
、
７
月
末
日
ま
で
に
役
場
産
業
商

工
課
（
蕁
６
３
７
・
３
１
２
０
）
ま
で
、
申
請

書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

藍
住
町
農
業
振
興
地
域
整
備
促
進
協
議
会
か
ら
の
お
知
ら
せ

人権は私たちが幸福で平和な社会生活を

営むためには、絶対に必要な基本的な権利

です。

他人を思いやり、お互いを認め合う心が、

自分の権利とともに他人の権利を守ること

にもなります。差別のない住みやすい明る

い社会づくりにはげみましょう。

縡作品展示
期間 １２月４日貅～１２日貊

場所 藍住町合同庁舎１階町民ホール

縒講演会・意見発表会
日時 １２月５日貊 午後２時～

場所 藍住町合同庁舎４階

コミュニティセンター

縱特設人権相談所開設
日時 １２月９日豺

午後１時３０分～３時３０分

場所 藍住町福祉センター１階

※相談は無料で秘密は固く守られます。

12月4日～10日は
人権週間です

徳島県都市計画公聴会のお知らせ
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次
の
日
程
で
成
人
式
を
行
い
ま
す
の
で
、
ぜ

ひ
ご
出
席
く
だ
さ
い
。

と
　
き

平
成
１６
年
１
月
１１
日
豸

と
こ
ろ

藍
住
町
民
会
館

※
住
民
票
が
他
市
町
村
に
あ
っ
て
も
、
藍
住
町

で
の
成
人
式
に
出
席
を
希
望
す
る
場
合
は
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

連
絡
先
・
お
問
い
合
わ
せ

教
育
委
員
会
（
蕁
６
３
７
・
３
１
２
８
）

振
動
工
具
を
使
用
す
る
こ
と
に
伴
う
障
害
の

未
然
防
止
と
早
期
発
見
を
図
る
た
め
、
次
の
と

お
り
健
康
診
断
が
実
施
さ
れ
ま
す
。
受
診
希
望

者
は
、
１１
月
１９
日
貉
ま
で
に
保
健
セ
ン
タ
ー
（
蕁

６
９
２
・
８
６
５
８
）
へ
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

健
康
診
断
実
施
予
定
時
期

平
成
１６
年
１
月
か
ら
２
月
ま
で
の
間

実
施
機
関

徳
島
保
健
所

手
数
料

１
人
１
回
　
２，

７
５
０
円

対
象
者

次
に
掲
げ
る
振
動
工
具
を
使
用
す
る
者

【
さ
く
岩
機
・
チ
ッ
ピ
ン
グ
ハ
ン
マ
ー
・
鋲
打

機
・
コ
ー
キ
ン
グ
ハ
ン
マ
ー
・
ハ
ン
ド
ハ
ン
マ

ー
・
ベ
ビ
ー
ハ
ン
マ
ー
・
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ブ
レ

ー
カ
ー
・
ス
ケ
ー
リ
ン
グ
ハ
ン
マ
ー
・
サ
ン
ド

ラ
ン
マ
ー
・
チ
ェ
ン
ソ
ー
・
ブ
ッ
シ
ュ
ク
リ
ー

ナ
ー
・
エ
ン
ジ
ン
カ
ッ
タ
ー
・
携
帯
用
木
材
皮

は
ぎ
機
・
携
帯
用
タ
イ
タ
ン
パ
ー
・
携
帯
用
研

削
盤
・
ス
イ
ン
グ
研
削
盤
・
卓
上
用
研
削
盤
・

床
上
用
研
削
盤
・
前
述
の
工
具
と
類
似
の
振
動

を
身
体
に
与
え
る
と
認
め
ら
れ
る
工
具
】

日
　
時

１２
月
４
日
貅
〜
１２
月
２１
日
豸

場
　
所

図
書
館
開
架
室

入
場
料

無
料

１２
月
７
日
豸
は
無
料
講
習
会
を
行
い
ま
す
。

藍
住
町
勤
労
女
性
セ
ン
タ
ー
ち
ぎ
り
絵
教
室

の
皆
さ
ん
の
作
品
を
展
示
し
ま
す
。

職
員
に
欠
員
が
生
じ
た
と
き
、
登
録
者
の
中

か
ら
臨
時
的
に
採
用
し
ま
す
。
募
集
要
項
は
次

の
と
お
り
で
す
。

《
一
般
職
員
》

事
務
員
、
調
理
員
、
清
掃
員
、
作
業
員
等

《
保
育
士
・
教
諭
》

勤
務
先
　
町
立
保
育
所
、
幼
稚
園
、
児
童
館

資
　
格
　
保
育
士
資
格
ま
た
は
幼
稚
園
教
諭

免
許
を
有
す
る
者

《
介
護
員
・
介
助
員
・
看
護
師
》

勤
務
先
　
町
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
「
藍
寿

苑
」
他

資
　
格
　
看
護
師
に
つ
い
て
は
看
護
師
免
許
ま

た
は
准
看
護
師
免
許
を
有
す
る
者

《
ナ
ー
ス
バ
ン
ク
》

保
健
セ
ン
タ
ー
で
実
施
す
る
各
種
健
康
診

査
や
予
防
接
種
等
に
従
事
し
ま
す
。

（
パ
ー
ト
勤
務
）

資
　
格
　
看
護
師
に
つ
い
て
は
看
護
師
免
許
ま

た
は
准
看
護
師
免
許
を
有
す
る
者

◎
登
録
申
込

市
販
の
履
歴
書
を
役
場
総
務
課
へ
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

※
保
育
士
・
教
諭
・
看
護
師
に
つ
い
て
は
、
資

格
証
等
の
写
し
を
添
付
の
こ
と

◎
申
込
期
間

１１
月
１７
日
豺
〜
１２
月
１９
日
貊

◎
採
用
方
法

書
類
選
考
お
よ
び
面
接

（
採
用
す
る
場
合
の
み
ご
連
絡
し
ま
す
）

◎
お
問
い
合
わ
せ

役
場
総
務
課
（
合
同
庁
舎
３
階
）

（
蕁
６
３
７
・
３
１
１
１
）

勤
務
内
容
に
つ
い
て
は

藍
寿
苑
（
蕁
６
９
２
・
５
１
６
６
）

保
健
セ
ン
タ
ー
（
蕁
６
９
２
・
８
６
５
８
）

★
１５
年
度
中
に
登
録
し
て
い
る
方
も
１６
年
度
は

新
た
に
登
録
し
て
く
だ
さ
い
。

町の掲示板 

お
と
な
へ
の
第
１
歩

成
人
式
の
ご
案
内

平
成
１５
年
度
振
動
障
害

健
康
診
断
の
実
施

和
紙
ち
ぎ
り
絵
展

平
成
１６
年
度
藍
住
町
臨
時
職
員
の
登
録
者
を
募
集

広
報
あ
い
ず
み

毎
月
１５
日
新
聞
折
り
込
み
で

Ａ
Ｉ
テ
レ
ビ

１
日
６
回
（
Ａ
Ｉ
タ
ウ
ン
情
報
）

町
政
だ
よ
り

毎
月
第
１
・
３
木
曜
日
徳
島
新
聞
に
掲
載

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

U
R
L
http://w

w
w
.tow

n.aizum
i.tokushim

a.jp

E
-m
a
il
a
izu
m
i@
to
w
n
.a
izu
m
i.to
ku
s
h
im
a
.jp

フ
レ
ッ
シ
ュ
タ
ウ
ン
　
毎
月
第
１
・
３
木
曜
日
　
午
前
９
時
４０
分
頃
〜

（

ラ

ジ

オ

）
エ
フ
エ
ム
徳
島
８０
・
７
メ
ガ
ヘ
ル
ツ

まちの情報は
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１．実施期間　11月1日～12月31日
（各医療機関の休診日にご注意ください）

２．対 象 者
接種当日で６５歳以上（藍住町に住民登録のある

方）および、６０歳以上６５歳未満であって、心臓・
腎臓もしくは呼吸器の機能またはヒト免疫不全ウイ
ルスによる免疫の機能に障害を有するものとして厚
生労働省令に定めるもの。

３．接種回数　１回
６５歳以上の高齢者に対するインフルエンザワク

チンの有効性を検討した結果、接種回数は１回で十
分との結果が出ています。

４．接種料金
２,８００円（生活保護を受給している方は無料）
※手数料３,８００円の内、町が１,０００円負担します。
～直接医療機関の窓口でお支払いください～

５．持っていくもの
①健康手帳を持参していただくとインフルエンザ予
防接種済の証明を健康手帳に記録します。

②健康保険証、運転免許証等、住所が確認できる物
をご持参ください。

６．インフルエンザ予防接種は、次の医療機関で接種できます。

◎必ず、電話予約をしてから受診してください。
◎問診票は各医療機関に備えていますので、当日ご記
入ください。

※予防接種は体調の良い時に受けてください。

イ ン フ ル エ ン ザ 予 防 接 種 の ご 案 内
町が委託するインフルエンザ予防接種のお知らせをします。

子
ど
も
の
虐
待
②
 〜
虐
待
す
る
親
に
も
事
情
が
あ
る
〜
 

右
目
は
腫
れ
上
が
り
、
プ
ロ
ボ
ク
サ
ー

が
負
け
た
後
の
よ
う
な
、
ゆ
が
ん
だ
紫
色

の
顔
を
し
た
三
歳
の
男
の
子
が
、
お
風
呂

で
転
ん
だ
と
病
院
に
受
診
し
て
き
ま
し

た
。
し
か
し
、
母
親
の
説
明
と
ケ
ガ
の
様

子
は
あ
ま
り
に
も
食
い
違
っ
て
お
り
、
不

審
に
思
っ
た
医
師
が
詳
し
く
質
問
す
る

と
、「
私
に
は
二
本
の
腕
し
か
あ
り
ま
せ

ん
。
末
っ
子
と
長
男
を
抱
く
腕
し
か
あ
り

ま
せ
ん
。
真
ん
中
の
子
ど
も
は
要
ら
な
い
。

抱
け
な
い
の
だ
か
ら
要
ら
な
い
の
で

す
！
」
と
苦
し
い
表
情
に
な
り
ま
し
た
。

医
師
は
、
子
ど
も
虐
待
に
よ
る
ケ
ガ
だ

と
い
う
こ
と
に
気
付
き
、「
そ
う
・
・
・
、

育
て
づ
ら
い
子
ど
も
だ
っ
た
の
？
お
母
さ

ん
も
苦
労
し
た
よ
ね
。」
と
声
を
か
け
る

と
、
母
親
は
泣
き
崩
れ
、
ミ
ル
ク
の
飲
み

が
悪
く
夜
泣
き
す
る
わ
が
子
に
心
底
疲

れ
、
い
つ
の
間
に
か
愛
せ
な
く
な
っ
た
と

話
し
は
じ
め
ま
し
た
。
加
え
て
、
父
親
が

仕
事
人
間
で
深
夜
の
帰
宅
が
ざ
ら
で
あ
る

こ
と
、
実
母
と
は
縁
遠
く
、
近
所
づ
き
あ

い
も
ほ
と
ん
ど
な
く
相
談
し
た
り
、
助
け

て
く
れ
る
人
が
周
り
に
い
な
か
っ
た
こ
と

も
わ
か
り
ま
し
た
。

医
師
の
働
き
か
け
で
、
父
親
が
協
力
的

に
な
り
、
地
域
の
サ
ポ
ー
ト
シ
ス
テ
ム
を

利
用
し
は
じ
め
、
子
育
て
に
自
信
を
取
り

戻
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。

子
ど
も
虐
待
は
「
親
＝
悪
者
」「
子
ど

も
＝
弱
者
」
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
あ
り
親

を
批
判
的
に
と
ら
え
が
ち
で
す
が
、
次
の

よ
う
な
問
題
が
複
雑
に
絡
み
合
っ
て
起
こ

り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
ケ
ー
ス
に
出
会
っ
た
と
き

は
、
こ
の
医
師
の
よ
う
に
そ
の
苦
し
み
を

わ
か
ろ
う
と
す
る
努
力
が
大
切
に
な
り
ま

す
。母

子
関
係

●
子
ど
も
側
の
特
徴
・
誘
因
（
育
て
づ

ら
い
、
障
害
が
あ
る
、
低
出
生
体
重

児
、
多
胎
児
な
ど
）

●
母
子
の
愛
着
形
成
不
全
（
母
子
分
離

期
間
が
長
引
く
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
不
全
な
ど
）

親
と
社
会
の
問
題

●
親
自
身
の
問
題
と
生
育
歴
（
精
神
的

問
題
、
機
能
不
全
家
庭
で
の
生
育
、

被
虐
待
体
験
な
ど
）

●
夫
婦
関
係
（
仲
が
悪
い
な
ど
）

●
家
庭
の
状
況
（
経
済
問
題
、
ギ
ャ
ン

ブ
ル
な
ど
）

●
社
会
か
ら
の
孤
立
（
親
戚
、
友
人
、

知
人
が
そ
ば
に
い
な
い
な
ど
）

医療機関名 

安 芸 内 科  

稲次整形外科病院 

大 久 保 内 科  

奥 村 医 院  

内科クリニック・オクムラ 

香 川 内 科  

こやま小児科内科 

近 藤 外 科 内 科  

西條耳鼻咽喉科  

清 水 内 科  

鶴 岡 内 科  

富本小児科内科  

中 川 整 形 外 科  

中 山 産 婦 人 科  

秦産婦人科・内科 

浜 病 院  

板 東 整 形 外 科  

水 井 医 院  

森 本 クリニック  

矢 野 医 院  

山 田 眼 科 藍 住  

実 施 時 間 

診 療 時 間 内

診 療 時 間 内

診 療 時 間 内

診 療 時 間 内

診 療 時 間 内

診 療 時 間 内

診 療 時 間 内

診 療 時 間 内

診 療 時 間 内

診 療 時 間 内

診療時間内・木曜日は12時まで 

診 療 時 間 内

診 療 時 間 内

診 療 時 間 内

診 療 時 間 内

診 療 時 間 内

午 前 9 時 ～ 午 後 6 時  

診 療 時 間 内

診 療 時 間 内

診 療 時 間 内

診 療 時 間 内

電話番号 

692-6111 

692-5757 

692-1220 

692-2403 

692-4771 

692-9770 

637-3211 

693-1188 

692-8711 

692-8900 

692-6886 

692-7228 

641-2288 

692-0333 

692-5758 

692-2317 

692-5151 

641-3111 

641-4141 

692-4411 

692-8118
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糖尿病とは、体質以外に、過食や運動不足などの生活習慣が大きく関係する病気です。症状が緩慢なために気付かない
うちに進行してしまい、合併症を引き起こす場合があります。糖尿病と診断された方も、糖尿病でない方も、普段の生活
をふり返り、問題となっている部分を改善していくことで、より健康な状態に近づくことができます。そのきっかけとし
て、「糖尿病大学」に参加してみませんか。

参加申込 保健センター（蕁６９２・８６５８）
参 加 費 無料（第２回・第４回での健康食の試食では、試食代として３００円をいただきます。）
申込締切 １１月２８日貊 対 象 者 藍住町在住の方

※第２回以降の時間・内容は、多少変更する場合があります。具体的な時間・内容については、第１回終了後、ご案内い
たします。

第１回
日　時 １２月２日貂 午後１時２０分～午後１時３０分受付

１時３０分～午後３時３０分
場　所 保健センター
内　容 ○血圧・身長・体重・体脂肪率測定、検尿

○フードモデルの展示
○『糖尿病って何だろう？』
徳島大学医学部栄養学科　特殊栄養学講座
教授　中 屋 豊 氏

※１２月１５日午後、参加された方の生活習慣や、体の
状態に応じた栄養相談を行います。

第２回
日　時 １２月２４日貉 午前９時２０分～午後２時３０分
場　所 福祉センター　２階
内　容 ○血圧・身長・体重・体脂肪率測定、検尿

○フードモデルの展示
○糖尿病と食事について
徳島大学医学部栄養学科　実践栄養学講座
助手　國 井 大 輔 氏

○バランスのとれた食事①（試食を含む）
町管理栄養士

第３回
日　時 ２月３日貂 午後１時２０分～午後４時３０分
場　所 保健センター
内　容 ○血圧・身長・体重・体脂肪率測定、検尿

○フードモデルの展示
○糖尿病の合併症について
国立療養所東徳島病院
循環器医長　長 瀬 教 夫 氏

○歯周病と糖尿病について
歯科衛生士からのアドバイス・相談

第４回
日　時 ２月２０日貊 午前９時２０分～午後２時３０分
場　所 福祉センター２階
内　容 ○血圧・身長・体重・体脂肪率測定、検尿

○フードモデルの展示
○糖尿病と運動について
徳島大学開放実践センター
助教授　田 中 俊 夫 氏

○バランスのとれた食事②（試食を含む）
町管理栄養士

「糖尿病大学」のご案内

糖尿病大学日程

広報あいずみは、新聞折り込み・郵送で

お届けしています。

もし、ご近所で未届けのお宅がありまし

たら役場企画調整課（蕁637・3124）

までお知らせください。

日　時 １２月１２日貊
午前の部　午前９時～午後１時
午後の部　午後１時～午後４時

場　所 勤労女性センター　調理室
定　員 ２０名（午前・午後各１０名）申込順

※初めての方を優先します。
参加費 材料費

（デコレーション代等１,３００円程度）
申込み・お問い合わせ
勤労女性センター（蕁６９２・６２６６）

あらすじ
ロス市警の堅物刑事ミッチは、警察のイメージアップのため

捜査密着番組「ショウタイム」に出演するはめになった。彼の
相棒は俳優志望でお調子者のレイ。正反対の二人は度々衝突す
るが、それに反して視聴率は急上昇。そんな彼らの前に番組史
上最悪の事件が襲い掛かる。ロバート・デニーロ、エディ・マ
ーフィーが送る、ポリスアクションエンターテイメント（監督
トム・デイ）。

と　き 11月15日貍 午後2時～　上映時間95分
ところ 町合同庁舎4階町民シアター
入場料 無料（整理券等は必要ありません）
※シアター内での飲食・喫煙は禁止です。
※喫煙は指定の場所でお願いします。

お問い合わせ 町コミュニティセンター（蕁637・3130）
町 教 育 委 員 会（蕁637・3128）

「ショウ・タイム」（吹替版）

町民シアター ビデオ上映会クリスマスケーキ作り教室
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〈
新
刊
案
内
〉

■
一
般
書

○
い
っ
き
に
わ
か
る
ネ
ッ
ト
株
の
始
め
方
・
儲

け
方

（
宝
島
社
）

○
大
養
生
の
す
す
め（

早
川
一
光
著
・
角
川
書
店
）

○
失
敗
に
学
ぶ
も
の
づ
く
り

（
畑
村
洋
太
郎
編
・
講
談
社
）

○
な
や
み
は
つ
き
ね
え
ん
だ
な
あ

（
相
田
み
つ
を
著
・
小
学
館
）

○
世
界
で
い
ち
ば
ん
大
切
な
思
い

（
イ
・
ミ
エ
著
・
東
洋
経
済
新
報
社
）

■
児
童
書

○
ぐ
り
と
ぐ
ら
と
す
み
れ
ち
ゃ
ん

（
中
川
季
枝
子
・
福
音
館
書
店
）

○
ゆ
ら
ゆ
ら
ば
し
の
う
え
で

（
き
む
ら
ゆ
う
い
ち
著
・
福
音
館
書
店
）

○
小
学
生
動
物
不
思
議
ぎ
も
ん
ラ
ン
キ
ン
グ

（
ぎ
も
ん
ラ
ン
キ
ン
グ
編
集
委
員
会
編
・
学

習
研
究
社
）

○
ド
ラ
ゴ
ン
は
く
い
し
ん
ぼ
う

（
茂
市
久
美
子
著
・
国
土
社
）

○
誰
も
自
分
の
こ
と
を
わ
か
っ
て
く
れ
な
い

（
飯
村
弘
一
他
著
・
四
季
社
）

※
こ
の
他
に
も
多
数
の
新
刊
本
が
あ
り
ま
す
の

で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

町
立
図
書
館 

藍
住
町
食
生
活
改
善
推
進
協
議
会

健
康
づ
く
り
の
会
「
藍
愛
グ
ル
ー
プ
」

ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
徳
島
２
０
０
３
ゲ

ー
ト
ボ
ー
ル
交
流
大
会
に
健
康
づ
く
り

係
と
し
て
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
藍

住
特
産
の
に
ん
じ
ん
を
使
っ
た
料
理
の

レ
シ
ピ
を
配
布
し
帰
路
後
の
楽
し
み
を

持
っ
て
帰
っ
て
も
ら
い
ま
し
た
。
ま
た
、

普
段
の
飲
み
物
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
角
砂

糖
を
使
い
、
目
で
見
え
る
よ
う
に
個
数

で
表
し
、
展
示
し
ま
し
た
。
目
の
前
の

現
実
を
知
ら
さ
れ
、
み
な
さ
ん
び
っ
く

り
し
て
い
ま
し
た
。

健
康
づ
く
り
コ
ー
ナ
ー
で
は
血
圧
測

定
・
体
脂
肪
測
定
・
血
管
推
定
年
齢
測

定
を
行
っ
て
い
ま
し
た
。
ね
ん
り
ん
ピ

ッ
ク
に
来
ら
れ
る
人
は
、
や
は
り
身
体

に
気
を
遣
わ
れ
て
い
る
方
が
多
く
、
体

脂
肪
な
ど
は
普
通
の
方
が
多
か
っ
た
よ

う
で
す
。
常
日
頃
か
ら
自
分
の
血
圧
や

体
脂
肪
を
知
る
こ
と
は
大
切
だ
と
思
い

ま
し
た
。
血
管
推
定
年
齢
測
定
は
長
蛇

の
列
、
今
回
の
目
玉
で
し
た
。
み
な
さ

ん
わ
く
わ
く
し
な
が
ら
結
果
を
見
て
笑

顔
が
あ
っ
た
り
楽
し
い
時
を
過
ご
さ
れ

て
い
た
よ
う
で
す
。

ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
に
参
加
さ
せ
て
い

た
だ
き
、
県
外
の
方
と
の
ふ
れ
あ
い
、

と
っ
て
も
楽
し
い
２
日
間
を
過
ご
さ
せ

て
も
ら
い
ま
し
た
。

飲
み
物
の
容
器
に
記
載
さ
れ
て
い
る
エ

ネ
ル
ギ
ー
に
も
目
を
通
し
て
み
て
は
い

か
が
で
し
ょ
う
か
。

◎
次
の
飲
料
５
０
０
裨
に
は
表
示
の

角
砂
糖
（
３
裼
）
の
個
数
を
食
べ

る
の
と
同
じ
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
あ
り

ま
す
。

炭
酸
飲
料
　
　
　
　
　
２０
個
前
後

オ
レ
ン
ジ
ジ
ュ
ー
ス
　
２０
個
前
後

ス
ポ
ー
ツ
飲
料
　
　
　
１０
個
前
後

お
茶
　
　
　
　
　
　
　
０
個

《
作
り
方
》

①
さ
つ
ま
い
も
は
拍
子
木
切
り
、
に
ん
じ
ん
と
こ
ん
に

ゃ
く
は
短
冊
切
り
、
さ
や
い
ん
げ
ん
は
斜
め
切
り
に

し
、
そ
れ
ぞ
れ
下
ゆ
で
し
て
お
く
。

②
豆
腐
は
熱
湯
で
ゆ
で
、
水
分
を
絞
っ
て
お
く
。

③
ご
ま
は
仕
上
げ
に
ふ
り
か
け
る
分
を
残
し
て
す
り
鉢

で
す
り
、
②
と
砂
糖
、
塩
、
だ
し
汁
を
加
え
て
和
え

衣
を
作
る
。

④
①
を
和
え
衣
で
和
え
、
仕
上
げ
に
残
し
て
お
い
た
ご

ま
を
散
ら
す
。

さ
つ
ま
い
も
は
ビ
タ
ミ
ン
Ｃ
、
食
物
繊
維
が
豊
富
に

含
ま
れ
ま
す
。
食
物
繊
維
は
便
通
を
よ
く
し
、
腸
内
を

す
っ
き
り
さ
せ
る
効
果
が
あ
り
ま
す
。

豆
腐
や
ご
ま
を
使
っ
て
い
る
の
で
、
カ
ル
シ
ウ
ム
も

し
っ
か
り
と
れ
ま
す
。

さつまいも 
にんじん 
こんにゃく 
さやいんげん 
木綿豆腐 
ごま 
砂糖 
塩 
だし汁 

120ｇ 
40ｇ 
1/3枚 
40ｇ 
１丁 
20ｇ 

大さじ１強 
小さじ3/5強 

少々 

エネルギー 
タンパク質 
脂質 
カルシウム 
塩分 

141kcal 
6.8g 
6.5g 

178mg 
0.8ｇ 

材　料 （4人分目安量） 

1人分の栄養価 

★
お
す
す
め
の
１
品
料
理

さ
つ
ま
い
も
の
白
和
え

《
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
徳
島
２
０
０
３
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
交
流
大
会
》
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自 衛 官 募 集 中

男女共同参画社会に向けて ～家族のありかた・パートナーシップを考える～

男女共同参画社会は、誰もが性別にとらわれることなくいきいきと暮らせる社会です。地域や家庭で自分らしく、自由
に生きるためにはどうすればいいか一緒に考えてみましょう。
と　き １２月１３日貍 午後１時３０分～午後３時
ところ 藍住町勤労女性センター　講習室
内　容 徳島県男女共同参画プラザ“はばたき”紹介・寸劇シナリオ最優秀作品紹介・童話朗読

講演「わたしらしくあなたらしく　いきいきと輝くために」
講師　徳島県男女共同参画プラザ“はばたき” 所長　安 田 孝 子 氏

参加費 無　料

女性総合相談 ～面接相談～（予約制） ～ひとりで悩まないで・・・あなたの生き方応援します～

はばたき女性総合相談員が、家族や職場の問題など女性が抱えるさまざまな相談をお受けいたします。必要に応じて、
他の専門機関もご紹介させていただきます。秘密は厳守します。相談は無料です。お気軽にご相談ください。
と　き １２月１３日貍 午後２時～午後４時
ところ 藍住町勤労女性センター　図書室
面接相談予約先 女性サポートダイヤル（蕁０１２０・８１０７・８１）

藍住町企画調整課　　（蕁６３７・３１２４）
お問い合わせ 徳島県男女共同参画プラザ“はばたき”（蕁６５５・３９１１）

徳島県県民環境部男女共同参画課　 （蕁６２１・２２０３）

●11月の催し 懐かしの映画会　●12月の催し 年忘れ会

町では高齢者のみなさまが、元気でいきいきと毎日を送れますように、各
地域でいきいきサロンを開催しています。お誘い合わせてお気軽にご参加く
ださい。
１１月１８日貂 午前９時３０分～１１時３０分 笠木老人憩の家

午後１時３０分～３時３０分 西部老人憩の家
１１月２１日貊 午前９時３０分～１１時３０分 住吉老人憩の家

午後１時３０分～３時３０分 富吉老人憩の家
１１月２５日貂 午前９時３０分～１１時３０分 乙瀬老人憩の家
１２月 ２日貂 午後１時３０分～３時３０分 東中富老人憩の家
１２月 ５日貊 午前９時３０分～１１時３０分 徳命老人憩の家

午後１時３０分～３時３０分 東部老人憩の家
１２月１０日貉 午前９時３０分～１１時３０分 笠木老人憩の家

午後１時３０分～３時３０分 西部老人憩の家
１２月１５日豺 午前９時３０分～１１時３０分 江ノ口老人ルーム

内　容 健康チェック、健康体操、レクリエーション等
お問い合わせ 基幹型在宅介護支援センター（蕁６３７・３１６７）

※詳しいお問い合わせは、鳴門募集事務所（蕁６８５・５３０６）または役場総務課（蕁６３７・３１１１）までお問い合わせ
ください。

募 集 種 目 

自衛隊生徒 

資　　格 

中卒（見込含む） 
17歳未満の男子 

受 付 期 間 

平成15年11月4日 
～平成16年1月6日 

合 格 発 表 

一次　平成16年1月19日 
最終　平成16年2月17日 

試 験 期 日 

一次　平成16年1月10日 
二次　平成16年1月23～26日 

徳島県男女共同参画プラザ“はばたき”移動講座in藍住町

今 月 の い き い き サ ロ ン 古電話帳の回収
新しい徳島県版電話帳「タウン

ページ・ハローページ」は１１月
２６日まで順次配達します。お届け
の際に古い電話帳は回収します。
不在の場合は再度回収にお伺いし
ます。

○電話帳回収センター
（0120・303077）
○受付期間　11月26日まで
○受付時間
午前9時～午後5時
（日曜・祝日を除く）
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ＩＴ基礎講習会の実施により、パーソナルコンピュターの基礎操作や、インターネット・電子メールソフトの基礎技能

を習得するための講習会を、県のＩＴ講習講師派遣事業を受けて実施します。

受講資格 町内在住の20歳以上の方

※祝日も実施します。

曜　日 

木  曜  日 

時間内容 

３時間×４回 

コース 

蠢 ９：００～１２：００ 

開　催　日 

１２／４ ・ １１ ・ １８ ・ ２５ 

時　間 

平成15年度 情報技術（IT）基礎講習会の受講生の募集

受講内容 パソコンの基本操作、文書作成、インターネッ

トの利用、電子メールの送受信。

合計　１２時間

定　　員 １０名（応募者が極端に少ない場合は開催しな

いことがありますのでご了承ください）

受 講 料 無　料

教 材 費 テキスト・フロッピー代（１,０００円程度）

受講場所 藍住町コミュニティセンター情報プラザ

（合同庁舎４階）

申込期間 １１月１７日豺～ 定員になりしだい締め切ります。

申込時間 午前９時～午後５時

申込場所 藍住町教育委員会

※電話のみ受付しています。

※在住者対象に実施している事業なので、在住者以外の

人はご遠慮ください。

※在住者以外で受講希望の方は、住所地の市町村教育委

員会等にお尋ねください。

お問い合わせ 藍住町教育委員会（蕁６３７・３１２８）

と　き １１月２９日貍・３０日豸

午前９時３０分～午後５時

ところ 藍住町合同庁舎４階コミュニティセンター

出瓶流派

小原流。未生流。遠州流正風。遠州。池の坊。

花芸安達流。月輪未生流。遠州流。嵯峨御流。

未生流中山文甫会。

入場料 無　料

お茶券 前売券２００円、当日券３００円

期間中午前１０時～午後２時

主　催 藍住町華道協会

第十回 藍住町いけばな展
開催日時 １１月２３日豸　午前１０時３０分～午後４時

場　　所 ケアハウスサンガーデン凌雲

藍住町矢上字安任１５６－１

開催内容 各種作品展示、バザーコーナー、

縁日・屋台コーナー、ビンゴゲーム大会、

福祉機器・福祉用具展示説明、凌雲グル

ープサービス紹介等

お問い合わせ 社会福祉法人　凌雲福祉会

（蕁６３７･３３７７　蕭６３７･３３６０）

（E-mail：ryoun＠ryoun.com）

第5回 ふれあい展

福寿連合会（老人会）親睦将棋大会を行いますの

でふるってご参加ください。

日　時 １１月２６日貉・午前１０時から

場　所 藍翠苑竹ノ間

参加料 無　料

申込み １１月２１日貊までに藍翠苑（蕁６９２・４８

２８）へ

将　棋　大　会 天高く馬肥ゆるの好季節です。

さあ、あなたも私たちと一緒にリズムにのり楽し

くシェイプアップ。いい汗流しましょう。ぜひ一度

運動の出来る服装でお越しください。

日　時 毎週月曜日　午前１０時３０分～正午

毎週火曜日　午後１時３０分～３時

場　所 勤労女性センター　２階アリーナ

お問い合わせ 西田（蕁６３３・０１９１）

フレッシュアップ体操会員募集
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日
　
時

１１
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３０
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〜
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）
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ス
ト
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ッ
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操
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ッ
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ボ
ー
ド
・
ソ
フ
ト
バ
レ
ー

参
加
料

無
　
料

※
小
さ
い
子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
楽
し
め

ま
す
。

※
個
人
参
加
で
も
Ｏ
Ｋ
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催

教
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９
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の
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豸
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民
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コ
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ト

参
加
申
込
締
切

１１
月
２５
日
貂

申
込
・
お
問
い
合
わ
せ

教
育
委
員
会
（
蕁
６
３
７
・
３
１
２
８
）

１１
月
は
、固
定
資
産
税（
３
期
）の
納
付
月
で
す
。

納
期
限
は
、
１１
月
２５
日
で
す
。

納
め
忘
れ
の
な
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よ
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注
意
し
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し
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う
。

口
座
振
替
を
ご
利
用
の
方
は
、
前
日
ま
で
に
口

座
へ
ご
入
金
く
だ
さ
い
。

税
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関
す
る
お
問
い
合
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は

税
務
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（
蕁
６
３
７
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３
１
１
７
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（
蕁
６
３
７
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３
１
１
８
）

藍
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ス
ト
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チ
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操
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ニ
ュ
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ス
ポ
ー
ツ

第
２８
回
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大
会

今
月
の

納
税

今
月
の

納
税

子どもの運動能力の発達

乳幼児期になると、座る、歩く、走るといった動作が次々にできるようになり、まわりの大

人たちも目を見はる時期ですが、幼稚園、小学校に進むころには、運動能力の発達はだんだん

目立たなくなります。だからといって就学年齢までに運動発達が完了しているわけではありま

せん。

学齢期の子どもたちの運動能力の発達には、いくつかの違った方向がみられます。

①筋力の発達

運動するときに発揮される力の大きさが増大することで、子どもたちの握力や背筋力は年齢とともに強くなりますし、

より重い物を、より遠くまで運べるようになります。これは筋肉の成長にもとづくもので、筋肉の瞬発力、持久力の増

加によります。

②安定性の発達

次に安静時または運動時の姿勢の安定性が高まっていく方向です。目をつむって片足で立つことが可能となり、平均

台の上を歩いたり、スケートが出来るようになっていくのは、身体のバランスを維持する能力、平衡機能の発達にもと

づく現象です。

③スピードの発達

発達の第3方向はスピードで、運動の加速がみられ、50ｍ走の所要時間が短くなります。早いテンポで太鼓をたた

くといった能力も発達します。

④技量の発達

ついで、おそらく一番大切な発達の方向は、複雑で巧妙な運動ができるようになることで、小学校高学年になると、

細かい字を書いたり、キャッチボールやテニスをしたり、ピアノやヴァイオリンを演奏したりできるようになります。

さらに巧妙な運動の実現には、多数の筋肉の協調が必要ですが、不必要な連合運動が抑制されることも重要です。た

とえば、右手で何かを力いっぱい握りしめようとすると、思わず左手まで握りしめてしまいます。右の人差し指で円を、

左手で三角を同時に描くことは難しく、両手の指が同じ円を描いてしまったりします。これは連合運動で、ピアノで伴

奏のついたメロディーを演奏するためには、両手の指が別々の動きをすることが必要です。

以上のように学齢期の子どもの運動能力はパワー、バランス、スピード、スキルの4つの方向で、進歩が見られます。

このように子どもの運動発達をいくつかの要素にわけて観察すると、今まで見えなかったものが見えてくるのではない

でしょうか。 水井医院　　小児科医　水井　三雄

乳幼児の発育と運動 No.6

～子どもの運動発達について～
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●おくやみ申し上げます 平成15年10月1日～ 
　　　10月31日届出分 

平成15年10月1日～10月31日届出分 

子の氏名・性別 
父母の名・住所 

　根　大河（たいが）　　男 
　克也・由香　　　　乙瀬字出来地 

　野　晋平（しんぺい）　男 
　知己・幸子　　　　奥野字西中須 

（平成15年10月末現在） 

人　　口 
男 
女 

65歳以上 
15歳未満 
世帯総数 
平均年齢 

31,877人 
15,426人 
16,451人 
4,169人 
5,352人 
10,893戸 

（＋15） 
（＋9） 
（＋6） 
（＋12） 
（－21） 
（＋21） 
38.55歳 

前月比 

人 の 動 き 

矢　野　季　美 0歳 矢上字江ノ口 

浅　川　愛　子 68歳 奥野字乾 

紙　永　綾　子 90歳 東中富字直道傍示 

植　本　チヨ子 93歳 乙瀬字中田 

渡　　　欽　一 81歳 富吉字穂実 

駒　田　憲　一 18歳 勝瑞字西勝地 

篠　原　幸　子 67歳 奥野字猪熊 

藤　本　　　仁 52歳 奥野字矢上前 

安　藝　和　子 63歳 富吉字須崎 

大　西　てる子 85歳 矢上字原 

市　川　　　優 90歳 矢上字安任 

　　山　フジヱ 83歳 住吉字神蔵 

小西　泰生（たいせい）　男 
　泰正・白美　　　　矢上字安任 

坂井　杏輔（きょうすけ）男 
　朋和・宏美　　　　奥野字矢上前 

堀家　　穂（みのり）　　女 
　三典・千恵　　　　住吉字逆藤 

井内　はるか（はるか）　女 
　和也・緑　　　　　矢上字安任 

玉井　佑果（ゆうか）　　女 
　邦彦・育子　　　　勝瑞字幸島 

永　　幹大（かんた）　　男 
　圭司・直子　　　　矢上字北分 

松下　美沙（みさ）　　　女 
　龍史・秀美　　　　住吉字藤ノ木 

安原　実紅（みく）　　　女 
　俊彦・奈津子　　　奥野字猪熊 

本城　幸輝（こうき）　　男 
　義之・友美　　　　奥野字長江口 

明石　和真（かずま）　　男 
　真幸・美由紀　　　奥野字矢上前 

生越　滉佑（こう）　　　男 
　光春・詩帆　　　　矢上字北分 

住瀬　貴彦（たかひこ）　男 
　秋彦・景子　　　　住吉字神蔵 

中上　栞愛（かんな）　　女 
　謙司・千晶　　　　奥野字矢上前 

佐野　美優（みゆ）　　　女 
　功・由美　　　　勝瑞字西地 

竹澤　瑠菜（るな）　　　女 
　邦彦・万里子　　　徳命字元村 

櫻間　彩乃（あやの）　　女 
　淳也・千恵美　　　勝瑞字西地 

松岡　実結（みゆ）　　　女 
　功・弥生　　　　　笠木字中野 

岩佐　優希（ゆうき）　　女 
　憲明・絵美　　　　乙瀬字青木 

中本　幸太（こうた）　　男 
　勝也・美奈子　　　矢上字北分 

中瀬　陽太（ひなた）　　男 
　祐治・和恵　　　　勝瑞字正喜地 

舟井　　綸（りん）　　　女 
　国一・貴久子　　　奥野字山畑 

山科　愛莉（あいり）　　女 
　芝寛・ひろみ　　　徳命字前須東 

忠津　理乃（りの）　　　女 
　哲彦・景子　　　　東中富字長江傍示 

武市　悠希（はるき）　　男 
　恭典・由理　　　　東中富字東傍示 

宮崎　友莉（ゆり）　　　女 
　敏博・三智子　　　東中富字長江傍示 

田村　太一（たいち）　　男 
　彰三・直子　　　　徳命字元村 

藤本　彩加（あやか）　　女 
　守昭・晴美　　　　徳命字小塚北 

山田民恵
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山
田
　
民
恵

第18回 藍住町スポーツ少年団
親睦競技大会

１０月１３日（体育の日）、町内の各スポーツ少年団２１

チーム（約４５０名）が体力測定や大縄跳び、綱引きなど日

頃とは違う競技に挑み汗を流しました。

男 子 1 位  

6 年  高橋晃次郎 （東ジャイアンツ） 

近藤　大地 （東ジャイアンツ） 

長町　拓也 （南FC） 
山田　大智 （南FC） 

田中　智史 （西イレブン） 

堀江　智子 （西イレブン） 

野口　美也 （西イレブン） 

山田　美香 （西JA） 

 漆原はるな （西JA） 

横田　浩希 （フェニックス） 上原　　舞 （フェニックス） 

池田　大輝 （北サッカー） 佐藤　仁美 （フェニックス） 

高倉　　誠 （南FC） 上野瑛理香 （西JA） 

多田　憲市 （剣道） 嶋谷　恵美 （西JA） 

斉藤　尭也 （南タイガース） 大山　乃子 （南JVC） 

野口　光司 （西イレブン） 山田　美香 （西JA） 

　　駿太郎 （北キング）  漆原はるな （西JA） 

　摩　湧豊 （北サッカー） 大西　愛奈 （西JA） 

久保田雄大 （西ファイターズ） 
（北キング） 

6 年  

5 年  

4 年  

3年以下 

6 年  

5 年  

4 年  

3年以下 

5 年  

4 年  

3年以下 

女 子 1 位  

俵

は

こ

び 
ジ
グ
ザ
グ
ド
リ
ブ
ル 

立
ち
幅
跳
び 

　　駿太郎 
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全国席書大会入賞
全国から３,４００人が参加した全国席書大会で大賞を

はじめ大きな賞を受賞しました。審査員からは、どっ
しりとしたりっぱな作品との高い評価を受けました。
○大　賞　奥村歩乃佳（南小２年）
○特別賞　村上絢香（西小１年）・長町優里（南小２年）

実平真美（西小３年）・近藤裕香（藍中２年）
○奨励賞　小西　円（西小５年）

藍住エンジェル

１０月１３日豺、阿南市スポーツ総合センターにおい
て第１２回四国小学生バドミントン選手権大会が行われ
ました。
○６年生女子シングルス
優　勝　松友美佐紀　準優勝　神原靖奈
○６年生女子ダブルス
優　勝　水口愛梨・藤本香那
○４年生女子シングルス　準優勝　藤本陽奈
以上５名が見事１２月２２日から宮城県で開催される全
国小学生バドミントン選手権大会に出場することが決
定いたしました。

藍住エンジェルでは、団員募集をしております。楽
しくいっしょにバドミントンを楽しみませんか。
（練習日 東小体育館 貂・貊 午後６時３０分～、貍 午後１時～）

藍
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ボ
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住
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（
第
２
土
、
第
４
日
は
休
み
）

練
習
し
て
い
ま
す
。
私
た

ち
と
一
緒
に
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わ
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気
軽
に
見
学
に
来
て
く
だ

さ
い
。

藍 住 北 サ ッ カ ー
１０月１８・１９日、第８回南小松島ＦＣ少年サッ

カー大会でＣチーム（３～１年生）が見事優勝しま
した。連日の試合の疲れも見せず、がんばりぬいた
満面の笑顔です。
藍住北サッカーで楽しく練習してみませんか？団

員を募集しています。気軽に見学に来てください。

藍 愛 ク ラ ブ
７月５日、鳴門県民体育館において全日本・四国

卓球選手権県予選が行われました。
○男子バンビの部　優　勝　窪　祐樹
○女子バンビの部　準優勝　楠川愛子
２名は９月５日～７日に神戸総合運動公園グリー

ンアリーナ神戸で行われた全日本卓球選手権に出場
し、楠川さんが決勝トーナメントに出場するなど健
闘しました。また、１２月１４日に香川県高瀬町で行
われる四国卓球選手権に出場する予定です。
藍愛クラブでは、部員を募集しています。毎週

月・水・金曜日の午後７時～午後９時、南小学校体
育館で練習していますので、一度見に来てください。
そしていっしょに卓球をしましょう。


